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５．ご家族に関すること 

 

これまでの調査の結果から、「家族」や「結婚」、「子どもを持つこと」は県民の幸福実感と密接な

関連があり、県民の幸福実感向上のためには、結婚・妊娠・子育てなどの希望がかなえられるよう

にしていくことが必要です。また、県民の意識などの変化を継続的に把握することも重要です。 

ここでは、「結婚に対する考え方」、「理想の子どもの数と現実」、「結婚、男女関係、家庭、子ども

を持つことについての考え方」などの集計結果について記載しています。 

 

項目 質問文の概要 

結婚経験 

（問１２） 
・あなたはこれまでに結婚をしたことはありますか。       

結婚に対する考え

方 

 

 

（問１３） 

（問１２で「未婚」、「既婚・死別」、「既婚・離別」と回答した方へ） 

・今後の人生を通して考えた場合、あなたの結婚に対するお考えは、次の

うちどちらですか。 

(1) いずれ結婚するつもり 

(2) 結婚するつもりはない                    

理想の子どもの数 

（問１４） 

・あなたは子どもを何人くらいほしいですか。あるいは、ほしかったです

か。理想の子どもの人数をお答えください。        

子どもの数 

 

（問１５） 

・お子さんは何人いらっしゃいますか。 

（お子さんがいらっしゃる方へ） 

・お子さんの年齢をご記入ください。            

（参考集計） 

子どもの数の理想

と現実のギャップ 

・理想の子どもの数（問１４）と現在の子どもの数（問１５）との関係 

実際の子どもの数

が理想の子どもの

数より少ない理由 

 

（問１７・１８） 

・実際の子どもの数が理想の子どもの数より少ない理由として考えられる

ことは何だと思いますか。                                 
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1.9人 1.8人
2.1人

2.4人

3.1人

未婚

子 0人

有配偶

子 0人

有配偶

子 1人

有配偶

子 2人

有配偶

子 3人以上

第６回調査

理想の子どもの数

現在の子どもの数

2.2人 2.0人 2.2人
2.5人

3.2人

未婚

子 0人

有配偶

子 0人

有配偶

子 1人

有配偶

子 2人

有配偶

子 3人以上

前回調査

理想の子どもの数

現在の子どもの数

1.5人 1.4人

2.1人
2.4人

3.2人

未婚

子 0人

有配偶

子 0人

有配偶

子 1人

有配偶

子 2人

有配偶

子 3人以上

今回調査

理想の子どもの数

現在の子どもの数

図表 2-5-8 20 歳代～40 歳代の子どもの数の理想と現実（今回調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2-5-9 20 歳代～40 歳代の子どもの数の理想と現実（前回調査） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2-5-10 20 歳代～40 歳代の子どもの数の理想と現実（第 6 回調査） 
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78.0 

48.0 

23.1 

18.8 

17.0 

14.8 

13.3 

8.1 

7.6 

7.0 

4.6 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

子育てや教育にお金が

かかりすぎるから

仕事と子育てを両立できる

職場環境ではないから

子どもを育てる環境(保育所、

学校など）が整っていないから

ほしいけれどもできないから

育児の心理的、肉体的

負担に耐えられないから

高年齢で産むのはいやだから

パートナーの家事・育児への

協力が得られないから

自分や夫婦の生活を

大切にしたいから

地域社会において子育て

への理解が薄いから

健康上の理由から

パートナーが望まないから

回答者全体

n=898

％

問１７ １８歳未満の子どもを育てている方、または、今後子どもを欲しいとお考えの方はこちら

にお答えください。 

上記以外の方は問１８にお答えください。 

これまでの県の調査では、実際の子どもの数は理想の子どもの数よりも少ないという結

果がでています。この理由について、あなた自身のこととして考えた場合、あてはまるも

のすべてに〇をつけてください。（○はいくつでも） 

 

 実際の子どもの数が理想の数より少ない理由 

○ 18歳未満の子どもを育てている方、または、今後子どもを欲しいと考えている方に、実際の子

どもの数が理想の子どもの数より少ない理由を質問したところ、「子育てや教育にお金がかかりすぎ

るから」の割合が 78.0％と最も高く、次いで「仕事と子育てを両立できる職場環境ではないから」

（48.0％）、「子どもを育てる環境（保育所、学校など）が整っていないから」（23.1％）の順となっ

ています。 

○ 属性別における主な特徴は次のとおりです。（※統計的有意性は未確認） 

・全ての属性で、「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」の割合が最も高い。 

・18 歳から 20 歳代は、「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」、「子どもを育てる環境(保育

所、学校など）が整っていないから」の割合が 30～40歳代より 12ポイント以上高い。 

 

図表 2-5-11 実際の子どもの数が理想の数より少ない理由（複数回答） 
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子育て
や教育

にお金
がかか

りすぎる
から

仕事と
子育て

を両立
できる職

場環境
ではな

いから

子どもを
育てる
環境(保

育所、学
校など）

が整っ
ていない

から

ほしいけ

れどもで
きないか

ら

育児の
心理的、

肉体的
負担に

耐えら
れない

から

高年齢

で産む
のはい

やだか
ら

パート
ナーの

家事・育
児への

協力が
得られ

ないから

自分や

夫婦の
時間を

大切にし
たいから

地域社
会にお

いて子
育てへ

の理解
が薄い

から

健康上
の理由

から

パート

ナーが
望まな

いから

78.0 48.0 23.1 18.8 17.0 14.8 13.3 8.1 7.6 7.0 4.6

北勢 80.1 43.6 23.0 16.7 16.7 13.8 13.3 8.1 7.0 7.0 4.1

伊賀 75.6 58.5 30.5 24.4 20.7 12.2 15.9 9.8 11.0 9.8 8.5

中南勢 74.5 50.6 22.7 17.5 17.5 16.7 13.5 6.8 7.6 8.0 4.8

伊勢志摩 76.3 51.5 16.5 24.7 15.5 15.5 11.3 10.3 8.2 4.1 3.1

東紀州 90.9 54.5 31.8 27.3 4.5 22.7 9.1 9.1 4.5 － 4.5

男性 79.6 43.3 20.9 16.5 12.7 11.9 4.8 8.8 5.3 4.6 4.2

女性 76.1 52.8 25.5 21.4 21.6 17.8 22.1 7.5 10.0 9.6 4.8

18歳から20歳代 90.6 57.8 40.6 21.9 25.0 9.4 15.6 12.5 10.9 7.8 1.6

30歳代 78.5 57.7 26.4 18.9 25.3 12.1 15.5 13.6 9.4 6.4 6.8

40歳代 77.6 42.6 21.2 18.6 14.1 16.9 12.6 4.5 7.3 7.6 4.5

農林水産業 × × × × × × × × × × ×

自営業・自由業 79.3 44.8 20.7 20.7 11.5 17.2 6.9 14.9 5.7 5.7 2.3

正規職員 76.9 48.0 22.9 17.8 15.0 13.1 8.4 6.0 6.9 5.4 4.9

ﾊﾟｰﾄ･ﾊﾞｲﾄ･派遣 81.5 53.1 25.9 16.0 21.0 13.6 24.7 6.2 11.1 9.9 3.1

その他の職業 68.4 44.7 23.7 28.9 13.2 10.5 18.4 13.2 7.9 2.6 5.3

学生 90.0 40.0 20.0 10.0 40.0 10.0 20.0 40.0 10.0 － －

専業主婦・主夫 83.0 53.2 23.4 23.4 26.6 21.3 22.3 11.7 9.6 11.7 7.4

無職 59.3 18.5 14.8 25.9 7.4 22.2 14.8 3.7 － 18.5 3.7

未婚 78.7 49.1 25.0 20.4 17.6 20.4 9.3 11.1 11.1 8.3 1.9

有配偶 78.4 48.4 23.6 19.2 17.5 14.3 13.8 7.6 7.4 6.4 5.1

離婚・死別 73.3 41.7 15.0 13.3 11.7 10.0 13.3 8.3 5.0 13.3 1.7

単独世帯 70.0 37.5 12.5 20.0 5.0 12.5 7.5 7.5 12.5 15.0 10.0

一世代世帯 76.6 44.5 26.6 24.2 18.8 9.4 13.3 8.6 8.6 9.4 6.3

二世代世帯 78.7 50.2 24.2 17.3 17.5 15.5 12.5 8.0 7.2 6.3 4.3

三世代世帯 78.9 44.2 14.7 21.1 18.9 18.9 21.1 9.5 7.4 6.3 1.1

100万円未満 73.7 31.6 10.5 31.6 10.5 15.8 21.1 － 10.5 10.5 －

～200万円未満 62.5 53.1 25.0 18.8 15.6 15.6 15.6 12.5 9.4 21.9 9.4

～300万円未満 80.9 53.2 25.5 17.0 6.4 14.9 10.6 8.5 8.5 4.3 2.1

～400万円未満 77.8 50.6 24.7 24.7 14.8 16.0 16.0 7.4 6.2 7.4 6.2

～500万円未満 83.8 51.5 21.2 16.2 23.2 14.1 15.2 10.1 7.1 5.1 4.0

～600万円未満 81.3 38.3 19.5 24.2 17.2 18.8 11.7 7.0 4.7 9.4 6.3

～800万円未満 82.3 48.9 24.7 14.5 16.7 12.4 11.8 7.5 5.9 8.6 3.2

～1,000万円未満 75.4 47.4 23.7 19.3 17.5 13.2 13.2 7.9 8.8 4.4 4.4

1,000万円以上 71.1 52.6 24.4 19.3 20.0 17.0 13.3 7.4 10.4 3.0 5.2

配
偶
関
係

世
帯
類
型

世
帯
収
入

全体

地
域

性
別

年
齢

主
な
職
業

図表 2-5-12 実際の子どもの数が理想の数より少ない理由（属性別）             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※凡例： 第１位 第２位 第３位 

    ※「×」はサンプル数が 10未満のため公表を差し控えたもの  
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74.7 

55.4 

46.0 

26.3 

23.3 

22.9 

20.9 

12.0 

9.1 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

子育てや教育にお金が

かかりすぎるから

仕事と子育てを両立できる

職場環境がないから

子どもを産む年齢が

高くなっているから

子どもを育てる環境(保育所、

学校など）が整っていないから

ほしいけれどもできない

人が増えたから

自分や夫婦の生活を大切に

したいと考える人が増えたから

育児の心理的、肉体的負担に耐え

られないと考える人が増えたから

パートナーが家事・育児に

協力しないから

地域社会において子育て

への理解が薄いから

回答者全体

n=1,863

％

問１８ 問１７でお答えいただいた方以外（１８歳未満の子どもを育てている方、または、今後

子どもを欲しいとお考えの方以外）はこちらにお答えください。 

これまでの県の調査では、実際の子どもの数は理想の子どもの数より少ないという結果

がでています。この理由として考えられることとして、あてはまるものすべてに〇をつけ

てください。（○はいくつでも）      

 

 実際の子どもの数が理想の子どもの数より少ない理由 

○ 18歳未満の子どもを育てている方、または、今後子どもをほしいとお考えの方以外の方に質問

したところ、実際の子どもの数が理想の子どもの数より少ない理由は、「子育てや教育にお金がか

かりすぎるから」の割合が 74.7％と最も高く、次いで「仕事と子育てを両立できる職場環境がな

いから」（55.4%）、「子どもを産む年齢が高くなっているから」（46.0％）の順となっています。 

○ 属性別における主な特徴は次のとおりです。（※統計的有意性は未確認） 

・全ての属性で、「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」、「仕事と子育てを両立できる職場環

境がないから」の順で割合が高い。 

・18歳から 30歳代は、「育児の心理的、肉体的負担に耐えられないと考える人が増えたから」の

割合が 40歳代より 14ポイント以上高い。 

図表 2-5-13 実際の子どもの数が理想の子どもの数より少ない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 95 
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74.7 55.4 46.0 26.3 23.3 22.9 20.9 12.0 9.1

北勢 73.9 52.3 44.2 24.6 22.3 24.1 20.3 11.5 8.2

伊賀 78.7 58.2 47.5 19.1 19.1 21.3 16.3 16.3 9.9

中南勢 72.5 55.7 48.6 29.6 25.5 21.2 20.4 10.0 9.8

伊勢志摩 79.0 64.6 48.5 28.4 25.8 22.7 26.6 16.6 9.2

東紀州 78.2 54.5 38.2 30.9 20.0 25.5 25.5 10.9 16.4

男性 75.5 52.1 42.0 26.0 18.6 24.7 18.8 7.2 9.5

女性 73.9 60.0 51.8 26.7 29.9 20.6 23.8 18.7 8.4

18歳から20歳代 76.0 52.0 24.0 32.0 20.0 24.0 40.0 28.0 12.0

30歳代 66.7 63.0 29.6 33.3 33.3 25.9 37.0 18.5 22.2

40歳代 71.5 48.0 46.3 21.1 26.8 22.8 22.8 13.8 7.3

農林水産業 63.3 51.0 42.9 16.3 28.6 14.3 28.6 10.2 10.2

自営業・自由業 73.8 52.8 49.3 25.3 29.3 21.0 19.2 9.6 11.4

正規職員 74.9 53.2 45.2 27.5 23.9 27.1 22.4 10.9 8.0

ﾊﾟｰﾄ･ﾊﾞｲﾄ･派遣 83.2 61.3 45.5 29.3 19.9 26.6 21.2 15.8 9.1

その他の職業 66.7 57.5 47.1 25.3 21.8 16.1 23.0 9.2 6.9

学生 × × × × × × × × ×

専業主婦・主夫 73.4 61.8 58.5 27.1 34.8 18.4 25.1 20.8 10.6

無職 72.7 52.6 41.7 24.7 17.5 22.0 17.3 8.9 8.7

未婚 61.3 49.4 39.4 30.6 21.3 23.1 20.0 13.1 12.5

有配偶 76.8 56.4 47.2 26.7 23.4 23.7 21.7 11.6 8.8

離婚・死別 74.5 54.9 45.1 22.0 24.5 20.3 17.5 14.3 9.1

単独世帯 69.1 51.3 42.8 24.2 25.4 18.6 16.5 14.4 10.6

一世代世帯 74.8 54.4 45.3 26.6 24.3 24.3 20.0 10.7 8.3

二世代世帯 75.4 58.5 48.1 26.7 22.1 23.6 23.3 11.9 9.1

三世代世帯 79.4 57.1 48.8 27.6 21.8 20.0 23.5 15.9 11.8

100万円未満 60.9 34.4 21.9 14.1 26.6 18.8 26.6 3.1 6.3

～200万円未満 76.1 53.8 43.5 25.0 18.5 19.6 18.5 13.6 10.3

～300万円未満 77.6 52.1 43.5 26.2 25.9 19.5 17.9 13.1 6.4

～400万円未満 77.1 57.3 46.1 26.3 22.9 20.8 17.7 12.3 8.5

～500万円未満 74.9 61.6 45.5 28.0 20.9 26.5 21.8 9.0 9.5

～600万円未満 76.7 57.3 48.0 30.0 23.3 24.7 22.7 12.0 10.0

～800万円未満 72.6 55.8 48.6 24.0 24.0 23.1 24.0 13.5 11.1

～1,000万円未満 78.9 54.7 49.7 29.2 21.7 23.6 23.6 12.4 9.3

1,000万円以上 67.2 60.5 54.2 29.9 28.8 29.9 23.2 10.2 8.5
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図表 2-5-14 実際の子どもの数が理想の数より少ない理由（属性別）             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※凡例： 第１位 第２位 第３位 

※「×」はサンプル数が 10未満のため公表を差し控えたもの 
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